
岡
本
達
明［
著
］

日
本
評
論
社

［
全
六
巻
］

水
俣
病
事
件
の
半
世
紀

民
衆
が
肉
声
で
語
る

 『
水
俣
病
の
科
学
』に
続
く

著
者
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
、こ
こ
に
完
結

 『
聞
書 

水
俣
民
衆
史
』

●
水
俣
病
激
発
村
を
徹
底
研
究

●
初
め
て
書
か
れ
た
闘
争
の
全
体
像

●
未
公
開
の
第一級
資
料
を
多
数
収
録



刊
行
の
こ
と
ば

前
の
時
代
―
舞
台
と
し
て
の
三
つ
の
村
と
水
俣
湾

奇
病
時
代
一九
五
五
―
一九
五
八

岡
本
達
明

　
水
俣
病
は
、
二
〇
世
紀
に
お
け
る
世
界
最
大
最
悪
の
公
害
事
件
で
あ
り
、
縦
軸
と
横
軸
と
が
あ
る
。
縦

軸
は
加
害
と
被
害
で
あ
り
、
加
害
者
と
被
害
者
の
相
克
で
あ
る
。
横
軸
は
病
の
社
会
面
で
あ
り
、
被
害
者

と
社
会
と
の
あ
つ
れ
き
な
ど
、
病
に
伴
っ
て
生
起
し
て
い
っ
た
社
会
事
象
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
病
自
体
と

病
の
損
害
賠
償
の
両
面
か
ら
生
じ
た
。
水
俣
病
事
件
の
社
会
科
学
研
究
と
は
、
一
言
で
い
え
ば
、
そ
の
縦

軸
と
横
軸
お
よ
び
両
者
の
相
関
を
研
究
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
事
件
の
研
究
で
重
要
な
こ
と
は
、
加
害
者
と
被
害
者
の
相
克
や
社
会
面
で
、
い
っ
た
い
何

が
起
き
ど
の
よ
う
に
進
展
し
て
い
っ
た
か
、
と
い
う
事
実
の
追
究
で
あ
る
。
と
い
っ
て
も
、
加
害
者
が
み

る
事
実
と
被
害
者
や
民
衆
が
み
る
事
実
は
異
な
る
。
被
害
者
や
民
衆
が
肉
声
で
語
る
「
水
俣
病
の
民
衆
史
」

と
し
て
事
件
を
記
録
し
研
究
す
る
点
に
、
本
書
の
特
色
が
あ
る
。

　
本
書
は
横
軸
の
研
究
対
象
と
し
て
、
水
俣
病
が
激
発
し
た
水
俣
湾
沿
い
の
月

つ
き
の

浦う
ら

、
出で

月づ
き

、
湯ゆ

堂ど

の
三
つ

の
村
を
選
ぶ
。
水
俣
病
は
当
初
奇
病
、
伝
染
病
と
さ
れ
た
。
そ
の
恐
怖
は
三
つ
の
村
で
最
も
鋭
敏
に
あ
ら

わ
れ
、
他
の
村
で
は
そ
の
社
会
事
象
を
研
究
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
患
者
数
が
多
い
故
に
、
病
の
損
害

賠
償
が
社
会
事
象
と
な
っ
た
と
き
も
、
こ
の
三
つ
の
村
以
上
に
研
究
対
象
と
し
て
最
適
な
村
は
な
い
。
事

件
発
生
後
約
半
世
紀
を
経
て
村
は
変
質
し
終
わ
り
を
迎
え
る
。
ま
た
奇
病
患
者
は
水
俣
湾
を
主
漁
場
と
し

た
漁
師
と
そ
の
家
族
を
中
心
に
発
生
し
た
の
で
、
水
俣
湾
も
事
件
の
舞
台
と
し
て
研
究
対
象
と
す
る
。

　
事
件
の
縦
軸
は
構
図
的
に
い
う
と
、
加
害
者
の
側
は
、
チ
ッ
ソ
・
主
力
銀
行
、
行
政
（
県
・
国
）、
医

学
で
あ
り
、
被
害
者
の
側
は
、
患
者
・
家
族
、
漁
民
、
支
援
市
民
団
体
で
あ
る
。
発
生
源
工
場
労
働
者
は
、

大
争
議
で
労
働
組
合
は
分
裂
、
第
一
組
合
は
苦
闘
の
末
被
害
者
側
に
立
ち
、
第
二
組
合
は
加
害
者
側
の
手

先
と
な
っ
た
。
縦
軸
は
、
水
俣
病
闘
争
史
と
い
い
か
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
闘
争
は
、
人
間
の
生
き
方
と

は
何
か
、
企
業
と
は
何
か
、
医
学
と
は
何
か
、
国
家
と
は
何
か
、
を
抜
本
的
に
問
う
幅
と
深
さ
を
持
ち
、

日
本
資
本
主
義
の
骨
格
を
ゆ
る
が
す
も
の
と
な
っ
た
。だ
が
そ
の
闘
争
も
や
が
て
落
ち
目
に
な
っ
て
い
く
。

　
水
俣
病
に
つ
い
て
の
既
刊
書
は
多
数
あ
る
が
村
を
調
べ
た
仕
事
は
な
い
。
闘
争
史
も
部
分
的
な
仕
事
は

あ
る
が
全
体
を
記
述
し
た
も
の
は
な
い
。
長
年
水
俣
病
を
研
究
し
て
き
た
方
で
も
、
本
書
全
六
巻
で
初
め

て
読
ん
だ
と
い
う
記
述
が
数
多
く
あ
る
と
思
う
。
成
否
は
読
者
の
ご
批
判
を
あ
お
ぐ
し
か
な
い
が
、
百
年

後
に
残
る
事
件
半
世
紀
の
記
録
た
り
得
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。
な
お
事
件
は
依
然
と
し
て
継
続
中

で
あ
る
。

序
　
章
　
陸
と
海
―
肥
薩
国
境
の
丘
陵
地
帯
と
水
俣
湾

第
一
部
　
月
浦
村

第
一
章
　
百
姓
村
の
成
り
立
ち

第
二
章
　
暗
い
う
ち
か
ら
暗
く
な
る
ま
で

第
三
章
　
坪
段
と
坪
谷
―
同
じ
部
落
の
別
部
落

第
二
部
　
出
月
村

第
四
章
　
新
し
い
村

第
五
章
　
新
し
い
時
代

第
六
章
　
村
の
住
み
分
け

第
三
部
　
湯
堂
村

第
七
章
　
漁
師
村
の
成
り
立
ち

第
八
章
　
戦
後
の
湯
堂

第
九
章
　
漁
師
村
の
貧
し
さ

終
　
章
　
水
俣
湾
の
漁
業

第
一
部
　
月
浦
の
奇
病

第
一
章
　
患
者
と
家
族
に
起
き
た
こ
と
―
患
家
レ
ポ
ー
ト
１
〜
７

第
二
章
　
月
浦
で
起
き
た
こ
と

第
一
巻

第
二
巻



第
二
部
　
出
月
の
奇
病

第
三
章
　
患
家
と
家
族
に
起
き
た
こ
と
―
患
家
レ
ポ
ー
ト
8
〜
14

第
四
章
　
出
月
で
起
き
た
こ
と

第
三
部
　
湯
堂
の
奇
病

第
五
章
　
患
家
と
家
族
に
起
き
た
こ
と
―
患
家
レ
ポ
ー
ト
15
〜
23

第
六
章
　
湯
堂
で
起
き
た
こ
と

終
　
章
　
三
つ
の
村
の
奇
病
の
ま
と
め

第
一
一
章
　
互
助
会
の
補
償
交
渉
と
分
裂
、
訴
訟
提
訴

第
一
二
章
　
弁
護
団
の
態
勢
と
水
俣
病
研
究
会
の
発
足

第
二
章
　
被
害
者
に
と
っ
て
の
補
償
金
―
誰
が
ど
う
や
っ
て
得
る
か

第
三
章
　
村
に
と
っ
て
の
補
償
金
―
メ
ダ
ル
の
表
が
裏
に
、
裏
が
表
に

第
二
部
　
人
間
の
深
い
物
語

第
四
章
　
胎
児
性
と
小
児
水
俣
病
患
者
た
ち

第
五
章
　
数
奇
な
運
命
を
た
ど
っ
て

第
六
章
　
申
請
患
者
団
体
の
自
民
党
支
持
者

第
三
部
　
お
金
の
深
い
物
語

第
七
章
　
利
権
と
し
て
の
水
俣
湾

第
八
章
　
利
権
と
し
て
の
水
俣
病

闘
争
時
代

闘
争
時
代

補
償
金
時
代

村
の
終
わ
り

（
上
）

（
下
）

一九
五
七
―
一九
六
九

一九
六
八
―
一九
七
三

一九
七
三
―
二
〇
〇
三

第
一
部
　
奇
病
時
代
の
漁
民
、
患
者
・
家
族
の

　
　
　
　一
揆
的
闘
争
（
57‒

60
）

第
一
章
　
広
が
る
海
と
人
間
の
汚
染
（
57‒

59
）

第
二
章
　
市
漁
協
一
次
闘
争
（
57
・
１‒

59
・
８
）

第
三
章
　
不
知
火
海
漁
民
の
工
場
乱
入
と
県
漁
連
の
闘
争

　
　
　
　（

59
・
10‒

12
）

第
四
章
　
患
者
家
庭
互
助
会
の
闘
争
（
59
・
11‒

12
）

第
五
章
　
市
漁
協
二
次
闘
争
（
60
・
１‒

10
）

第
二
部
　
水
俣
工
場
の
大
争
議
（
62‒

67
）

第
六
章
　
工
場
と
労
働
組
合
と
い
う
舞
台

第
七
章
　
大
争
議
の
始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で

第
八
章
　
一
〇
年
戦
争
へ

第
三
部
　
患
者
闘
争
の
新
段
階
の
幕
開
け
（
68
・
１‒

70
）

第
九
章
　
市
民
会
議
の
結
成
と
患
者
家
族
の
状
況

第
一
〇
章
　
政
府
の
水
俣
病
公
害
認
定

第
一
部
　
も
う
一つ
の
幕
開
け
、
潜
在
患
者
の
闘
い
（
68‒

71
）

第
一
章
　
死
亡
潜
在
患
者
は
門
前
払
い

第
二
章
　
生
存
潜
在
患
者
の
苦
難
の
道
の
り

第
三
章
　
九
人
の
棄
却
者
の
行
政
不
服
審
査
請
求
と
裁
決

第
二
部
　
闘
争
本
番
（
69‒

72
）

第
四
章
　
チ
ッ
ソ
の
水
俣
工
場
処
理
（
69
・
８‒

71
・
３
）

第
五
章
　
水
俣
病
訴
訟
の
結
審
ま
で
の
経
過

　
　
　
　（

70
・
５‒

72
・
10
）

第
六
章
　
新
認
定
患
者
の
補
償
闘
争
（
71
・
12‒

72
・
10
）

第
三
部
　
結
着
（
72‒

73
）

第
七
章
　
鍵
握
る
主
力
銀
行
興
銀
、
闘
争
の
組
み
立
て
　

　
　
　
　（

72
・
３‒
73
・
３
）

第
八
章
　
患
者
闘
争
の
ク
ラ
イ
マッ
ク
ス
（
73
・
３‒

7
） 

第
九
章
　
第
三
水
俣
病
事
件
と
漁
民
闘
争
（
73
・
５‒

11
）

第
一
部
　
補
償
金
を
中
心
に
回
る
世
界

第
一
章
　
加
害
者
に
と
っ
て
の
補
償
金
―
誰
が
ど
う
や
っ
て
払
う
か

第
一
章
　
湯
堂
―
二
〇
〇
三
年
滞
在
記

第
二
章
　
湯
堂
―
二
〇
〇一
〜
二
〇
〇
三
年
各
戸
調
査

第
三
章
　
漁
業
と
農
業
の
状
況

第
四
章
　
村
社
会
の
変
貌

第
五
章
　
二
〇
〇
三
年
水
俣
病
患
者
の
状
況

終
　
章
　
村
の
終
わ
り

　
　
　
　
補
論
１
　
漁
民
と
は
何
か

　
　
　
　
補
論
２
　
水
俣
病
事
件
の
そ
の
後
の
経
過

　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
四
〜
二
〇一四
年

　
　
　
　
事
項
索
引

　
　
　
　
人
名
索
引＊

な
お
、
目
次
の一
部
に
変
更
が
あ
り
え
ま
す
こ
と
を
、

　
あ
ら
か
じ
め
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

第
三
巻

第
四
巻

第
五
巻

第
六
巻



第
一
巻

第
二
巻

全
巻
予
約
受
付
中

第
三
巻

第
四
巻

第
五
巻

第
六
巻

舞
台
と
し
て
の
三
つ
の
村
と
水
俣
湾

一
九
五
五
︱
一
九
五
八

一
九
五
七
︱
一
九
六
九

一
九
六
八
︱
一
九
七
三

一
九
七
三
︱
二
〇
〇
三

三
月
刊
／
本
体
六
五
〇
〇
円

四
月
刊
／
本
体
八
五
〇
〇
円

五
月
刊
／
本
体
九
五
〇
〇
円

七
月
刊
／
本
体
八
〇
〇
〇
円

八
月
刊
／
本
体
六
〇
〇
〇
円

六
月
刊
／
本
体一〇
〇
〇
〇
円

前
の
時
代

奇
病
時
代

闘
争
時
代（
上
）

闘
争
時
代（
下
）

補
償
金
時
代

村
の
終
わ
り

岡
本
達
明
お
か
も
と
・
た
つ
あ
き

東
京
生
ま
れ

東
京
大
学
法
学
部
卒
業
、新
日
本
窒
素
肥
料
株
式
会
社
入
社

チ
ッ
ソ
水
俣
工
場
第
一
組
合
委
員
長

チ
ッ
ソ
株
式
会
社
退
社

『
近
代
民
衆
の
記
録
７　

漁
民
』新
人
物
往
来
社
、一
九
七
八
年

『
聞
書 

水
俣
民
衆
史
』全
５
巻
、草
風
館
、一
九
八
九
〜
九
〇
年（
松
崎
次
夫
と
の
共
編
）

　
（
一
九
九
〇
年
度
毎
日
出
版
文
化
賞
受
賞
）

『
水
俣
病
の
科
学
』日
本
評
論
社
、二
〇
〇
一
年（
西
村
肇
と
の
共
著
）

　
（
二
〇
〇
一
年
度
毎
日
出
版
文
化
賞
受
賞
）

一
九
三
五
年

一
九
五
七
年

一
九
七
〇
〜
七
七
年

一
九
九
〇
年

編
著
書

造
本

Ａ
５
判・上
製

各
巻
三
五
二
〜
八
二
四
頁

全
六
巻
＝
四
万
八
五
〇
〇
円（
本
体
）

（
頁
数
お
よ
び
定
価
変
更
の
場
合
は
ご
諒
承
く
だ
さ
い
）

●必要事項をご記入の上、最寄りの書店にお持ちいただくか、直接小社まで郵送または、FAX にてお申し込み下さい。

〒170–8474 東京都豊島区南大塚3–12–4
TEL：03–3987–8621  FAX：03–3987–8590

ご住所

お名前 お電話

申 込 書　書店名　番線印

全６巻［   ］セット 分売可［   ］巻［   ］冊

水俣病の民衆史［全六巻］

日本評論社
http://www.nippyo.co.jp/

二
〇一五
年
三
月
刊
行
開
始
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